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論文概要 
 本学では、１年生を対象に情報機器入門の授業を開設している。この授業は必修で、学内ネットワークの利用、タイピン

グ、ワープロ、表計算など今後の学習に最低限必要な IT 機器の使い方を指導している。本論文では、授業後に全コース

を対象に行ったアンケートをもとに、本学学生の IT の利用状況やスキルを把握した。その結果、入学時にはスキルに大き

な差があること、個人情報の管理の甘さなどが判明した。また、現場の教員から見る「教師に求められる IT活用能力」につ

いて考察した。 
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１．研究の目的 

 平成１1年度から、本学において情報機器入門の授業が開設された。本学で学ぶ上で必要とされるスキルとして、学内コ

ンピュータネットワークの利用、タイピング、ワープロ、表計算などが求められるが、これらを１年の前期に集中して 10 回の

カリキュラムで行っている。 

 ところで、筆者は、現在本学大学院で情報教育についての研究を進めている。渡島情報教育研究会に所属し、管内の

情報教育の推進、教育のＩＴ化の推進について、研究し、情報提供をしている。今回、青木･上谷教授の指導のもと、月曜

日の社会言語系の授業のアシスタントとして、学生の指導の補助にあたってきた。 

 本研究は、筆者が学校現場で感じてきた教員としてのＩＴの資質と、教員養成大学における情報機器入門のあり方につ

いて考察し、学校現場で求められる教師として身につけておくことが望まれるＩＴの資質についての方向性を出すことを目

的とする。 

 

２．情報機器入門の授業 

 平成１６年度は１年生を「系」を基準に15のクラスに分けて、学校教育の教官を中心に分担し、ティームティーチングの形

で、前期10回の内容で授業を実施した。第1期から第4期まで指導内容は全て共通で次のようになっている。 



(１)第1期 ネットワークのログオン、Windowsの基本操作、タイピング、インターネットブラウザの使い方 

(2)第2期 パスワード管理、電子メール、インターネット利用上の留意点 

(3)第3期 ワープロの基本操作、印刷、表計算 

(4)第4期  ディレクトリとファイル操作、データの保存（ＦＤ、ＣＤ－ＲＷ） 

 

３．アンケートと学生の実態について 

(1)調査対象   平成16年度本学入学生 283名のうち回答は１４８名。6クラス分。 

(2)調査期間   平成16年7月6日から平成16年７月13日 

(3)調査方法   ＷＥＢによる質問提示。回答は電子メールにして筆者に転送 

(4)調査内容 ・コンピュータの操作経験 

  ・授業前のコンピュータスキル 

  ・コンピュータの所有とインターネットの利用 

  ・授業の評価 

  ・授業の学生の自己評価 

  ・情報機器の活用状況 

  ･感想や今後やってみたいこと 

(5)回収率   入学者数に対する最終授業出席者 １００％ 全入学者に対する回収率は５２％ 

 

４．アンケートの結果と分析 

(1)アンケートの集計 

 アンケートにより得られたデータは、電子メールとして集約され、それを「Doteconv 」山本隆氏作の

(http://www.gesource.jp/)というソフトウェアにより、表計算シートに取り込んだ。 

(2)得られたデータ 

データは、「データ１ 小･中・高等学校でのコンピュータ操作経験」、「データ２ コンピュータの操作経験年数」、「データ３ 

大学入学前の情報機器操作経験」、「データ４ 情報機器入門後のスキルアップの状況」、「データ５ 現在の情報機器活

用状況」の５つの観点から分析した。尚、授業の評価についての質問項目もあったが、本論文においては、扱いをしな

い。 

 

   データ１ 小･中・高等学校でのコンピュータ操作経験    データ２ コンピュータの操作経験年数 

 

学校種 操作経験あり 操作経験なし 

小学校 24名(16％) １２４名（8４％）

中学校 １１４名（７７％） ３４名（２３％） 

高等学校 ５０名(３４％) ９８名(66%) 

学校以外 ２２名(15%) １２６名(85%) 

経験年数 人数 

なし １５名(10%) 

一時的(授業のみ) ５１名(35%) 

１年以下 １５名(10%) 

３年以下 ３４名(23%) 

５年以下 １８名(12%) 

５年超 １５名(10%) 
 



（３）結果と考察 

①データ１に関して 

 現行指導要領が実施されたのは平成１４年度(高等学校は平成１５年度)であり、本年度入学性は、既に高等学校へ入

学し、高等学校の指導要領による教育課程の実施時には現役生で高３となる。したがって、高等学校では必修ではな

かったため、３４％と低い割合になったと考察する。また、本学入学生の多くはいわゆる受験校出身ということもあり、機

器に触れる時間も少なかったと考察する。 

 一方中学校においては、従前の学習指導要領において「情報基礎」という形で選択領域となっていたが、ミレニアム

プロジェクトにより義務教育学校への情報機器の導入が実施されたことから、多くの学校で履修されたと考えられる。 

②データ２に関して 

 操作経験なしと、授業のみをあわせると４５％で半数弱であり、この学生については、コンピュータの操作技能は十分

でなく、この授業の必要性が認められる。一方１年以上のコンピュータの操作経験のある学生もまた４５％ほどおり、

windowsの基本操作などのレディネスが十分身についているであろうことも容易に予測される。 

③データ３に関して 

 １については、ほとんどの学生が何らかの形でインターネットを経験している。平成16 年版 情報通信白書によると、

平成１５年度末で国民のインターネット利用人口は８千万人になり全人口の６割を超えている。特に若い世代にとって

は、学校教育をはじめ、家庭や地域でＩＴに触れる機会が多かったと思われる。 

 ２と３を比べていただきたい。学生達にとって電子メールとは、ほとんどが携帯メールであると言えそうである。授業に

おいて、コンピュータから携帯にメールを発信することができることに驚いていた学生も少なくなかった。学内の学生の

携帯電話の利用の様子から推察して、携帯電話は通話機能もそうであるが、パケット通信に使われていることもうかが

える。 

 4～９は、学校教育の中でも求められたであろう情報機器の活用能力である。これは小・中・高等学校の指導体制、教

師の力量が大きく左右してくるところだと思われる。ほとんどの教員は、ワープロはできることから、生徒にも使わせたと

考える。表計算についても、調べ学習時のグラフ作成などで利用したと考えられる。最近はプレゼンテーションソフトを

生徒に使わせる場合も多く、総合的な学習において、調べた内容をみんなの前で発表するのによく使われている。ホ

ームページ作りを学校で指導している例は、一握りしかわからないが、自校においても筆者がクラブ活動の時間の一

部で指導をした。 

 10～12はインターネットのネットワークを利用した人と人とのコミュニケーションである。それぞれ3分の１程度が経験

をしている。この３分の１の中には経験したことがある程度の者から、毎日の利用を常とする者までいるはずである。後

の質問項目にも出てくるが、賢く利用するために、ネットワーク社会の功罪について、知らせていくことが必要と考え

る。 

 ④データ４に関して 

 20 の項目のうち「できる」、「少しできる」の割合が８割を超えたのは、１４項目ある。特に技能習得の割合が高かった

のは、１のコンピュータの電源、ログオン、3～５のワープロ、12 のインターネットでの接続である。しかしながら、これら

は、データ１からデータ３で示されたように、既に本学に入学する前に習得していたとも考えられる。2 のブラインドタッ

チのスキルについては、私が指導したクラスにおいては、完全にマスターしている学生はいなかったが、自己流でか

なりの速度でタイプしていた学生はいた。入学後に比較的多くの学生が習得した新たな技能としては、プリンタのイン

ストール、コンピュータによる電子メール、表計算、OPAC、ネットワーク及びメディアへの保存呼び出しなどであろう。



データ３ 大学入学前の情報機器操作経験 
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データ４ 情報機器入門後のスキルアップの状況 
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データ５ 現在の情報機器活用状況 
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また、最後の暗証番号の変更については、システムの関係から一斉に行うことができず、説明のみに終わったと考えら

れる。 

⑤データ5に関して 

 2 に関して、大学入学時に自分のメールアドレスが当たるが、大半が授業のみということで、授業が終わった現在は、

メールにて用件が届かないであろうという現状がある。3に関しても、授業のみが多く残念である。本学ホームページは

きめ細かに更新されているので、活用されないのは惜しい。４に関して、90％以上の学生が携帯電話メールを生活の

一部として使っていることが伺える。５に関して、中学校の小計が 46％、高校生の小計が 38％と学生の半数は中学生

時代から携帯電話を持っていたことがわかる。ちなみに、調査した大学生で携帯電話を持っていない者はいなかった。

６に関して、自分のパソコンの所有の６割はこの入学を機にということで、大学の学業でのコンピュータ利用に対する意

気込みを感じさせる。９に関して、１年生の段階であるかもしれないが、学習室、センターの利用が少ない状況にある。

10に関しては、学校では、あまり触れることのない分野であるから経験なしが多いと思われる。12に関しては、インター

ネットからの個人情報の発信についてあまりにも無防備であると考察する。情報化社会の利便性が追及される中、デ

ータの漏洩、ネット上の金銭トラブル、不特定の異性との出会い、反社会的なデータの掲載など、情報化社会の陰の

部分の問題も山積している。文部科学省の示す情報活用能力の中に、「情報社会に参画する態度」の指導が求められ

ているが、学生達にも、これからのネットワーク社会の中で、身につけておかなければならないことを学生達に十分に

理解させ、また、将来児童・生徒の指導に当たっていただきたいと考える。 

 

５．学内における IT化の課題 

①学内におけるメールの扱いについて 

 学生達にとって電子メールは携帯電話を通してすっかり定着している。その反面、大学から割り当てられたメール(以

下大学メール)の活用が芳しくない。現在大学（事務室、教官、図書館など）からの連絡は、学生ホールでの掲示を

「公」のものとしている。また携帯電話も使われている。私は、大学メールをもっと活用する道を考えるよう提唱したい。

まず、第一の方法としては、大学メールを携帯電話に転送するシステムを提唱したい。携帯電話を持つことは任意でま

たそのメールアドレスは個人情報であることから、あくまでも学生自身の登録によるが、ほとんど全ての学生に直接に

連絡がとれることになり、利便性が増すことが予想される。 

 例を挙げると、大学事務室からの連絡、教官からの授業の連絡、図書の貸し出し・延滞督促の連絡などが考えられる。

さらに、授業やサークル、系などで、アドレスのグループを作ることにより、さらに利便性が高まると考える。しかしなが

らその一方、これを悪用するスパムメールなどの問題解決も求められることになる。 

 また、大学からメールマガジン的に大切な連絡、指導事項、学長からのメッセージなども効果的ではないだろうか。 

②学内ＷＥＢの充実 

 現在の本学のホームページは、情報の更新が随時行われており、私は毎日目を通している。学生が一番に求める情

報は、休講に関するものではないだろうか。休講情報を始め、特に必要なもの・急ぐものには、携帯電話からのいわゆ

る携帯電話モード対応のWEBも整備していくことが望まれるのではないか。 

③端末の整備 

 現在学内ネットワークに接続されている端末は、情報処理センターをはじめ、いくつかの共用室に配備されている。

数としては十分であるが、いつでも身近にということを考えると、学習室や、各学生の演習室などにも端末が整備されて

いることが望まれる。携帯電話に頼るメールからの脱却を願いたい。 



 

６．教員としての ITの資質 

 教員は、コンピュータの専門家ではない。したがって、コンピュータ操作に関する専門的知識が教員の資質として求めら

れるものではない。しかしながら、昨今のわが国のITの普及、学校へのコンピュータの導入、そして、児童･生徒への指導

と、IT技能は、教員としての大切な資質の一つであると言って過言ではないであろう。 

 私が現場で教員をしていて、コンピュータを避けている教員で子どものIT技能が向上した例を見たことがない。また逆に、

ITを積極的に活用できる先生と関わることができた児童・生徒は、かなりのスキルを身につけている場合が多い。 

 これからの情報化社会である 21 世紀を生きる子ども達を育てていくためには、IT 技能や情報活用能力を身につけた人

材を育てていかなければならない。このような意味からも、教員養成大学における情報機器入門の授業は、その礎を築く

ものとして非常に重要だと考える。 

 また、現職の教員においても、同様に IT の資質が求められている現状から、私の所属する渡島情報教育研究会では、

夏・冬の長期休業を利用しての実技講習会を開いている。内容としては、ワープロ、表計算、動画編集、プレゼンテーショ

ン、ホームページなどいくつか目的別に講習会を実施している。 

 さて、教員として求められるITに関するスキルであるが、私は2段階に考えて論じたい。第1段階は、全ての教員に対し

て身につけてほしいスキルである。具体的には、①WEB 上の情報検索、②電子メールのやり取り、③ワープロ、④表計算、

⑤プレゼンテーションを考える。①については、ほぼクリアされていると考える。②については、メール送った学校や先生

が開いてくれることがなく用件が伝わらないということもあり、それが一層、依然として電子メールよりもファックスや郵送が

重要視される要因となっているように感じる。③については、最近はワープロ専用機がそろそろ耐用年数が来たことから、

「やむをえなく」パソコンを購入する場合が多い。ファイルの共有や機能面で考えても専用機からの脱却が望まれる。④に

ついては、主に校務での利用となろう。成績処理、集金事務、時数計算など表計算を使うことによって校務の効率化が図

られることが多い。しかしながら、実態としては、電卓の利用にとどまっている教員が多いので、今後も研修活動促進が望

まれる。⑤については、特に中学校の発表場面ではプレゼンテーションソフトが頻繁に使われている現状がある。校務と

しては、研究発表の時などで、あまり頻繁な利用ではないだろうが、生徒への指導を考えると、身につけておくべきスキル

である。 

 次に第 2 段階では、可能であれば身につけてほしいスキルである。具体的には、①ホームページの作成・管理、②ネッ

トワークの管理を挙げる。①については、学校ホームページは、全道的に十分活用されているとはいえない。北海道立教

育研究所による平成 15 年度のデータによると学校ホームページが開設されているのは小学校では、25％、中学校では

28％という水準に留まっている。昨今、特色ある学校づくりが求められ、また地域にも IT の波は押し寄せてきていることか

ら、学校ホームページの充実が今後益々求められることになるであろう。全く何もない状態からのスタートは、詳しい先生

に依頼することがあったとしても、日々のホームページの更新はできるようなスキルを身につけておきたい。②については、

賛否両論に分かれるところである。教員は児童・生徒の教育に携わることが仕事であり、コンピュータの維持管理は、本業

として内外に認められない場合もある。ところが、学校においても、コンピュータ室、学校内、職員室、特別教室などが

LAN（ローカルエリアネットワーク）で結ばれている。スタンドアロンで動いている時代と違いネットワークが不調になると、

即学校運営にも支障が出ることになる。このような環境の中では、一校に一人は、コンピュータのネットワークに関するスキ

ルのある先生がいることが望まれる。維持・管理の全てができなくても、障害が発生した場合、メインテナンス業者の SE（シ

ステムエンジニア）と状況の話ができるくらいの体制が必要とされるだろう。 

 



７．まとめ 

 半年間、情報機器入門を手伝わせていただき、学生達と触れ合うことができ、その実態をこの目で見ることができた。そ

れと同時に、長年現場の教員をやって来た上での、学生達に将来教職に就いた時に望まれるスキルについても、明らか

になってきた。 

 21世紀は、少子化、高齢化、国際化、情報化など教育も大きな課題を抱えている。また、環境問題、福祉問題、経済問題

など様々な社会の諸問題も多く抱える時代となる。このような先行き不透明なカオスの時代の中を生きる子ども達には、ど

んな課題にぶつかっても、自分で考え、判断し、行動していくいわゆる「生きる力」が求められる。今後社会の情報化が進

展していく中で、子ども達が、判断の基準とする種々の情報の中で、ネットワークを活用したものの締める割合が益々高く

なることが予想される。また、同時に、ネットワークを使った詐欺、情報錯乱など、負の部分も今以上に如実に現れてくるに

違いない。このような時代に生きる子ども達には、しっかりとした情報活用能力を育てることが求められる。そのために、教

員は、IT機器の操作、また、情報活用能力とは何かをしっかりおさえた上で、児童・生徒に指導をしていかなければならな

い。 

 同時に、WEB やメールを使った特色ある学校づくりなど学校からの情報の発信や交流、また、ネットワークを使った校務

の処理など、ITを活用することによって今以上に、学校運営が効率化されることを願うものである。 
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